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研究成果の概要（和文）：共感に関わる日本語版尺度を開発し，共感の認知／感情的側面について，行動，遺伝
子多型ならびに脳活動を指標として包括的に検討した。まず文化比較の観点から，顔を刺激とした共感課題を日
本と香港において実施し，人種バイアスは右VLPFCが賦活するほど強くなることを個人内変数ならびに遺伝子多
型との関わること，そうした右VLPFCの向社会的行動への関わりも示した。さらには泣いている乳児への行動変
容に，共感的関心および認知負荷との関わりのもとで生じること，ならびに環境感受性との関わりが見出されて
いるオキシトシン受容体（OXTR）と被養育経験との関わりのものとで生じること等を見出した。

研究成果の概要（英文）：Empathy is multi-dimensional concept with emotional and cognitive 
components. Empathy facilitates understanding of others’ feelings and altruistic behavior. We 
developed a new Japanese version of the IRI (IRI-J) with satisfactory reliability and validity. We 
also found that activation in the left VLPFC during empathizing with the target person, who lost a 
small amount of money, was positively correlated with the amount of money distributed; this 
activation mediated a relationship between norm of restitution toward helping and the amount of 
distributed money. These results suggest that activation in the left VLPFC during empathizing with 
others experiencing negative circumstances is associated with altruistic behavior.

研究分野：実験心理学、社会脳科学、遺伝学

キーワード： 共感　偏見　葛藤　オキシトシン　社会的サポート　文化

  ２版



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
共感性は，協力行動への遺伝的要因の寄与率
（50％）に示されるように，生得的要因と環
境要因の各々に影響され，個人の共感性を形
づくる。近年，感情や痛み知覚の個人差に影
響する生得的要因として遺伝子多型が注目
されており，例えば身体の鎮痛に関わる遺伝
子多型の調整効果等が示されている。その一
方で，「他者の心の痛み」への共感過程に関
する生得的要因は十分に追究されておらず，
その個人間変異の機構は不明な点が多い。 
従来、共感性に影響する文化的要因として、
東アジア圏における他者指向性が注目され
ており、自他の調和を重視する東アジア圏に
おいては、認知的共感をもとめる実験課題
（他者の視点取得など）の成績が米国と比し
て高く、そうした他者指向性は、痛みの知覚
に関わる脳領域の血流量とも正相関する
（Cohen et al., 2013）。また、心理ストレス
による他者への感情の開示傾向として、生得
的要因としてオキシトシン受容体遺伝子のG
型の保有者は、韓国人は抑制的、米国人は開
示的な情動方略を優先する一方で、A型を有
する個人には文化圏の影響が及ばないとい
った遺伝子と文化の交互作用効果が認めら
れている（Kim et al., 2011）。こうした知見
を総合すると、他者の情動への感受性は、続
く認知的処理の形態とともに、個人の保有す
る遺伝子多型や表現型は文化によって調整
されうる点にも注意を払う必要がある。 
 
２．研究の目的 
共感性の個人間差は，どのような生得的な基
盤において，環境因とのいかなる相互的作用
のもとで生じるのだろうか。本申請課題は，
認知科学領域において関心の寄せられてい
る共感性について生得的要因としての遺伝
子多型（gene polymorphism），および環境
要因として文化差に注目し，多様な技法（行
動実験，質問紙調査，脳機能計測，遺伝子解
析）により，共感性に及ぼす「遺伝×環境」
の相互作用機序についての基礎的・革新的知
見を得ることを目的とした。具体的には以下
の三点である。 
 
１．「生得要因（遺伝子多型）」による共感性
への影響を明らかにする 
情動／認知的共感への関連が予測される遺
伝子多型と、段階的に操作された他者の痛み
の強度を視知覚する際の主観的痛みの評定
値との相関解析を網羅的に行う。 
 
２．「環境要因（文化）」による共感性への影
響を明らかにする: 研究課題１と同一の実験
系において海外において得られる行動デー
タおよび遺伝子多型の解析結果を比較・検討
するとともに、心理評定尺度（文化的自己観
等）との相関的検討を実施する。 
 

３．情動が認知的共感へ及ぼす神経基盤の解
明、および遺伝子と文化の相互作用機序を総
合した共感システム全体のモデルを構築す
る。とくに情動刺激、これに続く視点取得課
題中の脳活動を計測し、脳血行動態と、課題
の反応時間や正答率等の行動出力との関連
を検討する。以上の研究課題を通じて、遺伝
子が文化に及ぼしうる影響についても検
討・考察する。 
 
 
３．研究の方法 
 
共感性の認知・所湯動的側面について，多様
な技法により検討するものである。主には，
共感課題を実験系とした行動指標の測定，
(2) 課題遂行時の脳活動の計測を行う。加え
て，(3) 非侵襲的方法により収集されたサン
プルよりドパミン・セロトニン神経系・オキ
シトシン受容体等の機能の個人差を生ずる
遺伝子多型（5-HTTLPR，5-HT2AR,ＯＸＴＲ）
を解析・同定し，以上の手続きにより得られ
た各指標（行動，中枢神経系，遺伝子多型）
の結果を関連づけた解析を行った。具体的に
は以下のとおりである。 
 
方法１： サンプル・プールの作成：DNA を抽
出し，COMT，OXTR，OPRM の一塩基多型解析を
行う。日米においてサブタイプの分散に偏り
のある 5-HTTLPR（SS:L 保有者= 8 : 2）を考
慮し，300 名の DNA サンプルを解析，平成 28
年度においても適宜サンプルを追加する。 
 
方法 2： 共感性に関わる心理・環境変数の調
査研究：行動課題を実施），心理変数，環境
変数との相関性の検討： 個人内変数として
の 共 感 性 測 定 尺 度 （ Interpersonal 
Reactivity Index :IRI）を開発するととも
に，環境変数の表現系と位置づけられる文化
的自己観，社会経済的地位等を調査・得点化
したデータを基に，遺伝子多型，および認
知・情動的共感課題の評定値との相関関係を
明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 
得られた主な成果は以下のとおりである。 
 
1. 共感に関わる日本語版の質問紙（IRI）を
開発し，これを用いて共感の認知と感情
的側面と行動の個人内・個人間差につい
て，遺伝子多型，ならびに脳活動を指標
とする検討の基盤を確立した。 
 

2. 共感の他人種効果がこれまでに行動，脳
を指標として報告されてきた。本研究は
そうした共感バイアスに関わる知覚的機
構を明らかにするべく，モーフィング技
術により段階的に混合したアジア人／白



人／黒人等の顔のカテゴリー知覚課題を
実施した。その結果，従来示されてきた
知覚バイアスが再現され，そうしたバイ
アスは右 VLPFC が賦活するほど強くな
ること，および右 VLPFC の活性値と認
知的完結欲求等の個人内変数，さらには
COMT 遺伝子多型との関わりも見出さ
れた。 

 
3. 文化比較の観点から 1と同様の課題を，
香港にて実施し，現地で心理，行動，遺
伝子に関わるデータを採取した。すでに
データが得られており，総合的に解析を
進めてゆく。 

 
4. 認知的負荷が，泣いている乳児に対する
援助を阻害しうること，そうした影響は
乳児への共感的関心（EC: Empathic 
Concern）の低下によって引き起こされ
ること等を明らかにした。加えて，環境
感受性との関わりが見出されているオキ
シトシン受容体のＧ型を保有し，かつ被
養育経験がネガティブな個人は特性的な
自己制御が低く，泣き声への処理が困難
であり，状況的な負荷の影響を受けやす
くなった可能性が示唆された。 
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